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研究要旨 

  これまで我々は多発性硬化症(MS)患者に対して酢酸PETを施行し、MS患者脳において酢酸代

謝が著明に亢進している、つまりアストロサイトの代謝活性が亢進していることを報告してきた。

今回は、アストロサイト障害が想定されている視神経脊髄炎（NMOSD）患者脳で酢酸PETを施行

しアストロサイト障害を反映した指標となるかを検証した。その結果脳病巣を伴うNMOSD患者脳

ではアストロサイトの代謝が低下しており、逆に脳病巣を伴わないNMOSD患者脳ではアストロサ

イト活性が増加していることが明らかとなった。 

 

 

A. 研究目的 

  

視神経脊髄炎（NMOSD）は抗アクアポリン

(AQP)４抗体の発見により多発性硬化症（MS）

と区別されるようになった。オリゴデンドロ

サイトの障害が主である MS に対し、NMOSD

では抗 AQP４抗体によるアストロサイト障害

が主と考えられている。我々はこれまで酢酸

が中枢神経系でアストロサイト特異的に代謝

されることに注目し、多発性硬化症(MS)患者

に対して酢酸 PET を用いて、MS 脳での酢酸

代謝の著明な亢進を見出している。今回、我々

は NMOSD に対して酢酸 PET を用いて生体脳

におけるアストロサイトの代謝活性の評価を

行い、同時に高次脳機能との相関を検証する

ことを目的とした。 

 

 

B. 研究方法 

  

対象はMRIで確認できた頭蓋内病変を有す

る抗AQP4抗体陽性NMOSD患者15例（大脳病

変あり10例、大脳病変なし5例）、および健常

者5例で、11-C酢酸PET及び頭部MRI撮影を行

った。臨床的評価として再発やFunctional 

system (FS)・EDSSに加えて高次脳機能評価と

し て Rao ’ s Brief Repeatable battery of 

neuropsychological test (BRBN）を実施した。 

 

 

（倫理面への配慮） 

本臨床研究は大阪大学附属病院および富山大

学附属病院の臨床研究倫理審査委員会の承認

をうけており、登録者からは書面で同意書を

取得している。 

 

 

C. 研究結果 

  

MSと異なり大脳病変のあるNMOSDでは健

常者と比べ灰白質の酢酸代謝の低下を認め、

アストロサイトの活性の低下が示唆された。

一方、大脳病変のないNMOSDでは白質の酢酸

代謝の亢進を認め、アストロサイトの活性化

が示唆された。また、酢酸代謝とFSの精神機

能と高次脳機能の一部に相関を認め、アスト

ロサイトの代謝活性が高次脳機能に関与する

ことが示唆された。 

 

 

D. 考察 

 

 抗AQP4抗体の脳内の標的であるアストロ

サイトが障害されMRI画像上病巣として認め

られる患者脳ではアストロサイトの代謝活性

は低下しており、画像で病巣が認められない
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レベルではむしろアストロサイトの活性化が

起こっていることが推測される。 

 

 

E. 結論 

  

11C-酢酸 PET は中枢神経系におけるアスト

ロサイトイメージングの有用なツールとなる

可能性が示唆された。 
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